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議会制度研究会を設置しました
　めまぐるしく変革する社会において、地方議会の役割がますます重要性を増しています。そういった中、議会制度についての
改正が検討されています。これらのことを踏まえ、住民に責任をとりうる議会、住民に開かれた議会とするべく検討しておりま
した「議会制度研究会」を 12 月 18 日に設置いたしました。
○委員長　立山　勝徳　　○副委員長　森口　勝之
○委　員　松岡　隼人・豊永　貞夫・川野　精一・松田　茂・永山　芳宏・本村　令斗・仲村　勝治・下田代　勝
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　総務文教委員会には、専決処分案件１件、条例等案件２
件、平成 21 年度一般会計補正予算案件等、及び陳情案件
３件について付託を受けました。
　専決処分案件は、新型インフルエンザ予防接種補助金と
して、予備費を 1,325 万円減額補正するものであります。
　条例案件としましては、人吉市消防団員等公務災害補償
条例の一部を改正する条例の制定であり、消防法の一部改
正に基づくものであります。内容は、消防救急活動の中で、
傷病者の搬送及び受け入れの迅速化・適切化等を図るもの
であります。
　損害の賠償は、市の公用車と市民の乗用車との接触事故
であります。事故の負担割合は、人吉市９：市民１であ
りまして、賠償額は、13 万５千円であります。委員会は、
度重なる事故に対し、イベント等のあり方、職員管理、市
全体の機構等について、問題・課題を徹底して、検証究明
するよう強く申し入れました。
　予算案件としましては、歳出の主なものとしまして、９
款消防費に全国瞬時警報システム（ジェイアラート）受信
設備工事費 302 万６千円が計上されております。
　10 款教育費に、教育総務費委託料 556 万６千円、備品
購入費 1,030 万２千円の減額補正があります。これは、国
の地域情報通信技術利活用推進交付金 2,000 万円の減額に
よるものです。
　２項小学校費に、市内全小学校にエアコン 205 台設置の

ため２億 6,061 万円が計上されています。
　３項中学校費に、市内全中学校にエアコン 132 台設置の
ため、１億 4,309 万円計上されています。
　また、債務負担行為の追加変更としましては、庁舎清掃
業務委託料限度額 1,020 万円。第４次電算システム導入事
業（住民情報）限度額１億 8,423 万５千円、第４次電算シ
ステム導入事業（財務システム）、給食配送等委託料限度
額 1,850 万５千円。図書館管理システムリース料の変更は、
限度額 2,667 万６千円を 1,182 万 8 千円となります。
　何れも慎重に審査いたし、厳しい申し入れもいたしまし
て、全会一致認める事に決しました。

　厚生委員会に付託されました条例案件・予算案件・陳情
案件等について主なものをご報告をいたします。　　　
＜案件議案＞　議第 116 号市有財産の譲与については、こ
れは人吉市養護老人ホーム延寿荘、人吉市知的障害者授産
施設希望ケ丘学園及び人吉市知的障害者授産施設うぐいす
荘の民営化を図るために、３施設の建物部分と付属構造物
を社会福祉法人人吉市社会福祉事業団に対し財産の譲与を
行うものであります。　　　
＜専決処分案件＞　議第 93 号専決処分の承認を求めるこ
とについて（平成 21 年度人吉市一般会計補正予算（第６
号））の第１条歳出予算の補正の内、４款衛生費の 3,711
万９千円は、新型インフルエンザ接種に対する補助金で
１万 8,324 人分の２回分であります。
＜予算案件＞議第 95 号平成 21 年度人吉市一般会計補正予
算（第８号）の内、３款民生費の歳出の主なものは、社
会福祉費の繰出金 6,500 万１千円の増で、国民健康保険事
業特別会計へ 4,940 万６千円、介護保険特別会計へ 1,569
万８千円の増。介護サービス事業特別会計への繰出金は
10 万３千円減額であります。老人福祉費の負担金・補助
及び交付金は、高齢者住宅改造助成事業補助金 250 万円と
地域密着型サービス拠点等施設整備補助金 3,330 万２千円
の増額であります。児童福祉費の負担金・補助及び交付金
の主なものは、次世代育成支援対策補助金 1,600 万円、軽
度障害児保育事業補助金 2,007 万１千円、放課後児童健全

育成事業補助金 2,245 万２千円の増額と子育て応援特別手
当給付金 3,600 万円の減額などであります。生活保護費の
扶助費の 2,505 万８千円の増額は、今年 10 月の前年度比で
48 世帯、76 人の増分であります。特別会計は議第 99 号平
成 21 年度人吉市国民健康保険事業特別会計（第５号）外
４件の審査を行いました。専決処分案件１件、条例案件１
件、予算案件６件、案件議案３件を全員異議なく原案どお
り認めることに決しました。
＜陳情案件＞「産業廃棄物処理施設計画中止の意見書提出
を求める陳情」は陳情の取り下げを認め、「消費税増税に
反対し、住民税を元に戻し、社会保障の充実を求める陳情」
を不採択とし、「改正貸金業法の早期完全施行等を求める
意見書の提出を求める陳情」を採択しております。外２件
を継続審査といたしました。

東間上町防火水槽撤去の説明を聞く総務文教委員会

保健センターを視察する厚生委員会

●委員長　下田代　勝　　●副委員長　川野　精一
●委　員　西　信八郎・永山　芳宏・本村　令斗・仲村　勝治・大王　英二総務文教委員会報告

●委員長　田中　　哲　　●副委員長　松岡　隼人
●委　員　豊永　貞夫・笹山　欣悟・三倉　美千子・簑毛　正勝厚生委員会報告
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　経済建設委員会に付託されました、平成 21 年度人吉市
一般会計補正予算（案）２件、工業用地関連補正予算（案）
及び陳情案件について審査の結果を報告します。
　まず、議第 95 号平成 21 年度人吉市一般会計補正予算
のうち農林水産業費は、6,964 万１千円を追加し、補正後
の総額を４億 6,198 万５千円とするものであります。主な
ものは、人吉市森林組合の間伐計画に対する補助金 935
万９千円、これは、国土保全など森林の公益的機能の維持
を目的とする「森を育てる間伐材利用推進事業」に基づく
ものであります。また、「緑の産業再生プロジェクト促進
事業」に基づき 5,942 万４千円を追加しておりますが、こ
れは球磨川流域林業事業協同組合が購入する林業機械４台
分合計 6,929 万８千円のうち 3,632 万４千円、㈲青井運送
が購入する林業用トラック２台分合計4,410万円の内、2,310
万円を補助するものであり、国県で 55％を補助するもの
です。
　商工費には電機使用料として 29 万円を追加し補正後の
総額を８億 5,463 万６千円、土木費は 2,939 万２千円を追
加して補正後の総額を 17 億 951 万円とするものでありま
す。主なものは、道路台帳更新業務委託料 306 万６千円、
道路改良に関する県営事業に対する負担金 1,500 万円であ
ります。さらに今年７月に発生した豪雨災害の復旧費とし
て農業施設・公共土木施設に対して合計 774 万８千円が計
上されております。

　次に、議第 119 号の一般会計補正は、労働費に 3,120
万９千円を追加し補正後の総額を１億 8,436 万２千円とす
るものであります。これは、12 月から雇用しております
作業系臨時職員 101 名分を２ヵ月間延長雇用するための賃
金、車借り上げ料、備品費等であり、全額を県からの緊急
雇用創出交付金で賄うものであります。
　次に、議第 108 号人吉市工業用地造成事業特別会計補正
予算は事業費と予備費の組替えを行うものであり、歳入歳
出予算の総額を 5,759 万７千円とするものです。
　上記予算案件３件につきましては、慎重審査の結果、全
員異議なく認めることに決しました。
　次に「仕事のない事業組合への 4,000 万円以上もの血税
のムダ遣いをやめて、事業組合の解散を決議すること」を
求める陳情については、これまでの経過や現状を踏まえな
がら慎重審議の結果、不採択と決しました。

立野団地を視察する経済建設委員会

●委員長　森口　勝之　　●副委員長　松田　　茂
●委　員　井上　光浩・村上　恵一・福屋　法晴・立山　勝徳・山下　幸一経済建設委員会報告

　予算委員会に付託された一般会計補正予算の歳入および
地方債に関しまして、審査の結果を報告いたします。
　議第 93 号専決処分の承認を求めることについて、平成
21 年度人吉市一般会計補正予算（第６号）は、保健衛生
県補助金 2,386 万９千円の増額で、新型インフルエンザワ
クチンの優先接種者、低所得者への接種費用の一部を市が
補助するものです。
　議第 95 号人吉市一般会計補正予算（第８号）の主なも
のは、消防費補助金 302 万円の増額で、全国瞬時警報シス
テム（ジェイアラート）を整備するもので、委員からは、

事業費と内容について、また自立支援給付費負担金 1,664
万３千円の増額では、介護報酬３パーセント増の影響につ
いて、市内小中学校の教室空調設備設置のための増額では、
いつごろ完了するのかなどの質疑がありました。
　議第 119 号人吉市一般会計補正予算（第９号）では、労
働諸費補助金 3,120 万９千円の増額について審査を行いま
した。
　いずれの議案も全会一致で原案どおり決しました。

　12 月定例会においては、採決・閉会までに、①提出議案、
陳情案件、会期日程案、議案質疑及び一般質問の取り扱いに
ついて、②討論、要望書について、③追加議案（緊急雇用対
策に関する平成 21 年度人吉市一般会計補正予算）について、
④陳情、委員会付託、議会運営委員会の行政視察に関する委
員派遣について、閉会中の継続審査について、⑤討論につい
て、⑥意見書案３件について、計６回の委員会を開き、いず
れも慎重審議いたしました。12 月４日には、一般質問者 14

名の登壇順番を決める抽選を行いました。
　議会運営委員会の行政視察を、22 年１月 18 日㈪～ 20 日
㈬に実施します。佐賀県伊万里市では議会改革、議会運営全
般について、長崎県大村市では議会基本条例の制定につい
て、議会活動報告、議会運営全般について視察を予定してお
ります。

●委員長　三倉　美千子　　●副委員長　井上　光浩
●委　員　全議員予算委員会

●委員長　永山　芳宏　　●副委員長　西　信八郎
●委　員　松岡隼人・福屋法晴・森口勝之・田中　哲・立山勝徳・下田代勝議会運営委員会
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　球磨川水系の治水及び防災に関する特別委員会を、12
月２日に開会し、人吉市洪水ハザードマップに伴う浸水想
定地域（御溝川流域）についての現地調査を行いました。
その後、10 月 20 日開催されました、第５回「ダムによら
ない治水を検討する場」についての結果報告を受けており
ます。
　まず、現地調査においては、今回は、御溝川流域につい
て調査を行い、御溝川取水口（山江村を起点とし）、井ノ
口町の第１放水路、合ノ原町山入川と御溝川合流点、瓦屋
町立野団地周辺、西小学校登校口、城本町元金子商店周辺、
駒井田町周辺等々について、調査を行い、現地において、
市執行部から河川の現状と出水時の状況について説明があ
り、委員から質疑がなされ、それぞれ確認をしました。委
員からは、土地改良区の受益地や御溝川の生いたちを知り
たい、御溝川だけでなく、他の 13 河川についても現地調
査すべき、次回は、公共施設、病院、避難所等を確認し現

地調査すべきでは、状況確認をする上では、災害時の現地
写真を撮っておくべき等の意見がありました。
　次に、第５回「ダムによらない治水を検討する場」の報
告については、市執行部より、これまでの検討結果に対す
る、意見を踏まえ、今回は「今後の治水対策への取組み方
針案」として、国からの治水対策案が示された。第６回以
降提案に対し、実際の計算をし、その効果について、検証
がなされることになっているとの報告がありました。委員
から、次回（第６回会合）の開催日の質問があり、答弁と
して、国土交通省は 12 月末頃の開催を予定している。
　また、第６回会合の結果について、現地調査も踏まえ国
土交通省から現地で説明を受けてはどうかとの意見もあ
り、委員会としましては、「ダムによらない治水を検討す
る場」の開催状況等推移を見ながら、現地視察を含め国土
交通省から説明を受けることとしております。

　10 月 13 日と 12 月２日に開催した特別委員会をまとめ
て報告を致しますが、総合病院経営について、前政権の
民営化方針から、新政権では公的経営に変る流動的な情勢
下での審査であり多岐にわたりますので概略を報告致しま
す。市が所有している梢山工業団地、能力開発センター、
市庁舎別館周辺に、総合病院が移転する場合、市や市民に
とってどのようなメリット、デメリットがあるか。執行部
の検討結果では、梢山工業団地に移転する場合、工業団地
の目的外使用となり国からの補助金、利子補給金の返納
と、多目的運動広場の代替地検討や、郊外移転による患者
の利便性低下などがあります。能力開発センターでは、現
在使っている能力開発センター及びシルバー人材センター
を移転させなければならず、又面積も不足します。市庁舎
別館周辺では、市役所別館、保健センター、勤労青少年ホー
ム、弓道場、総合福祉センターなどを移転しなければなり
ません。これら移転に必要な経費などを、原因者である総
合病院が負担するものと市が負担するもの、両者で協議し
て決めるものに仕分した積算の結果では、市として最もマ

イナスポイントが少ないのは梢山工業団地、次に能力開発
センター、市庁舎別館周辺となります。一方総合病院とし
ては、見積りした梢山の造成費が予想よりも高い。患者へ
のアンケート結果、また現在の病院施設や廃止される高等
看護学校施設を有効に利用するためには、市庁舎別館周辺
か現在地がよいとの考えであり、執行部の結論と総合病院
の考えは両極端にあります。一方建設資金は国の医療施設
耐震化交付金を申請されていますが、交付される額は熊本
県枠で 41 億８千万円、申請した県内病院数は 26 病院、総
合病院は 11 億９千万円の申請をされているとのことです
が、満額を認められるかは不透明であります。内示の時期
も 12 月末とのことであり、またこの交付金を使うために
は平成 23 年３月 31 日までに着工しなければならない時間
的制約もあります。概略以上のような説明に対して委員か
ら多くの質疑や意見が出されましたが、それらをふまえな
がら、耐震化交付金の確定や、時間的制約を含めて諸条件
をクリアできるのか、総合病院側の判断と対応を見守るこ
とに致しました。

●委員長　山下　幸一　　●副委員長　村上　恵一
●委　員　井上　光浩・豊永　貞夫・川野　精一・森口　勝之
　　　　　田中　　哲・本村　令斗・下田代　勝

球磨川水系の治水及び防災
に 関 す る 特 別 委 員 会

●委員長　立山　勝徳　　●副委員長　三倉　美千子
●委　員　松岡　隼人・笹山　欣悟・西　信八郎・松田　　茂
　　　　　永山　芳宏・福屋　法晴・仲村　勝治

公益的施設の適正配置
に 関 す る 特 別 委 員 会

市
長
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
検
証
す
る松

岡
　
隼
人

　

田
中
市
長
の
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
全
体
的
に
検
証
し
て
、

四
点
を
抽
出
し
、
進
捗
を
問
う
。

問　

上
原
田
地
区
に
一
日
も
早
く
、

水
を
届
け
て
ほ
し
い
。
又
、
暫
定

的
な
水
源
確
保
を
し
て
ほ
し
い
。

答　

暫
定
的
な
水
源
の
確
保
は
厳
し

い
。
国
営
に
よ
る
「
既
設
導
水
路

活
用
案
」
で
進
め
た
い
。

問　

く
ま
川
鉄
道
と
く
ま
川
下
り
株

式
会
社
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

経
営
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

行
財
政
経
営
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
、
こ
れ
か
ら
分
析
し
て
い

く
。

問　

歴
史
的
資
料
等
の
寄
託
に
関
し

て
規
則
や
要
綱
と
し
て
明
文
化
す

る
べ
き
で
は
。

答　

明
文
化
に
む
け
て
検
討
し
て
い

く
。

問　

歴
史
的
資
料
の
活
用
に
関
し

て
、
現
在
は
パ
ネ
ル
展
示
が
多
い

が
、
是
非
、
実
物
を
展
示
し
て
ほ

し
い
。

答　

実
物
展
示
に
む
け
て
検
討
す

る
。

※
中
心
市
街
地
活
性
化
に
関
し
て

一
般

質
問
一
般

質
問
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は
、
公
約
項
目
を
白
紙
撤
回
さ
れ

ま
し
た
の
で
、「
シ
ル
バ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
構
想
」（
私
案
）
を
提
案

し
ま
し
た
。

　

公
共
工
事
の
実
施
時
期
や
内
容
に

関
し
て
、
な
る
べ
く
早
い
段
階
で

の
情
報
発
信
を
要
望
し
ま
し
た
。

農
商
工
連
携
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て	

井
上
　
光
浩

問　

き
く
ら
げ
栽
培
の
進
捗
状
況
と

現
在
の
状
況
の
問
題
点
は
。

答　

菌
床
の
安
定
供
給
が
で
き
な
い

現
状
の
中
、
生
産
量
は
伸
び
悩
ん

だ
状
況
だ
が
、
菌
床
生
産
の
め
ど

が
立
ち
、
来
年
二
月
に
は
製
造
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
、
安
定
し
た

収
入
が
確
保
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

問　

今
年
導
入
さ
れ
た
ト
ウ
ガ
ラ
シ

の
生
産
状
況
、
今
後
の
取
り
組
み

は
。

答　

最
終
生
産
目
標
が
乾
燥
重
量

で
、
五
ト
ン
、
一
キ
ロ
二
千
円
、

十
ア
ー
ル
当
た
り
の
粗
収
益
は

五
十
万
円
程
度
を
見
込
み
、
新
規

農
家
へ
の
加
入
促
進
で
本
年
度
以

上
の
数
量
を
確
保
し
た
い
。

問　

雇
用
状
況
悪
化
が
及
ぼ
す
影
響

は
。

答　

昨
年
並
ま
で
も
回
復
し
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
、
今
後
も
厳
し
い

情
勢
が
続
い
て
い
る
。
職
を
求
め

て
他
地
域
へ
転
出
さ
れ
る
方
々
の

増
加
も
想
定
さ
れ
、
人
口
減
少
の

加
速
化
も
考
え
ら
れ
る
。

問　

医
師
会
と
の
災
害
時
要
援
護
者

に
対
す
る
連
携
は
。

答　

現
在
は
医
師
会
と
の
協
定
は
締

結
し
て
い
な
い
が
、
今
後
検
討
を

進
め
て
行
き
た
い
。

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
と

当
市
観
光
施
策	

松
田
　
茂

問　

民
主
党
政
権
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答　

現
在
の
現
政
権
が
ど
う
で
あ
る

か
に
つ
い
て
は
、差
し
控
え
た
い
。

問　

事
業
仕
分
け
が
当
市
に
あ
た
え

る
影
響
は
。

答　

本
市
が
受
け
る
影
響
は
不
明
で

あ
る
。
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
、
来
年
の
予
算
編
成
に
は
あ
た

り
た
い
。

問　

本
年
四
月
に
行
な
っ
た
機
構
改

革
の
検
証
は
な
さ
れ
た
か
。

答　

現
時
点
で
は
行
な
っ
て
い
な

い
。
来
年
一
月
か
二
月
頃
に
は
検

証
を
し
た
い
。

問　

新
幹
線
開
業
を
見
据
え
、
こ
れ

ま
で
の
観
光
施
策
の
効
果
は
。

答　

官
民
一
体
と
な
っ
た
じ
ゅ
ぐ

り
っ
と
博
覧
会
や
Ｓ
Ｌ
、
青
井
さ

ん
効
果
な
ど
に
よ
り
経
済
効
果
は

大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。

問　

観
光
の
次
な
る
一
手
の
考
え

は
。

答　

九
州
全
域
を
捉
え
た
温
泉
ア
イ

ラ
ン
ド
構
想
、
そ
の
中
で
温
泉
博

覧
会
や
、
矢
岳
駅
に
残
る
Ｄ
５
１

の
復
活
運
行
、
し
か
し
な
が
ら
多

く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
出

来
る
限
り
の
知
恵
と
情
熱
を
か
た

向
け
て
、
今
後
広
域
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
実
現
に
向
け
努
力
し
た

い
。

く
ま
川
鉄
道
の
運
営
管
理

に
つ
い
て	

山
下
　
幸
一

問　

現
在
の
く
ま
川
鉄
道
の
基
金
並

び
に
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
管
理
運
営
を
な
さ
れ

て
い
か
れ
る
の
か
。
内
容
と
し
て

現
在
の
基
金
残
高
は
。
車
輌
老
朽

化
に
対
し
車
輌
修
繕
等
の
部
品
調

達
は
で
き
る
の
か
。
国
の
事
業
仕

分
け
に
よ
る
影
響
は
。
車
輌
購
入

負
担
割
合
は
。

答　

く
ま
川
鉄
道
基
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
元
年
基
金
運
用
開
始
以

来
、
金
利
も
好
調
で
基
金
運
用
利

息
の
み
で
赤
字
補
填
が
で
き
て
い

た
が
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
り
、
金
利

が
低
迷
し
運
用
利
息
が
大
幅
に
落

ち
こ
み
、
更
に
車
輌
修
繕
経
費
が

増
大
し
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
基

金
の
原
資
を
取
り
崩
さ
ざ
る
得
な

か
っ
た
た
め
基
金
が
大
幅
減
額
と

な
っ
た
。
車
輌
、
線
路
、
鉄
橋
等

の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
修
繕
費

が
増
加
す
る
だ
ろ
う
、
車
輌
修
繕

に
伴
う
部
品
調
達
は
数
社
が
製
造

し
て
お
り
、支
障
な
し
と
の
こ
と
、

国
の
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
は
、

鉄
道
軌
道
輸
送
高
度
化
事
業
費
補

助
が
縮
小
さ
れ
る
と
、
整
備
計
画

に
支
障
を
き
た
す
。

※
そ
の
他
、
市
道
中
神
地
内
第
八
号

線
道
路
改
良
、
国
宝
青
井
阿
蘇
神

社
周
辺
へ
の
防
火
水
槽
設
置
に
つ

い
て
質
し
ま
し
た
。

高
速
バ
ス
停
留
所
の
待
合

室
の
整
備
に
つ
い
て

笹
山
　
欣
悟

問　

高
速
バ
ス
停
留
所
の
待
合
室
は

狭
く
、
三
、四
人
し
か
入
れ
な
い

た
め
雨
の
日
や
寒
い
日
は
外
で
待

つ
こ
と
に
な
り
、
利
用
客
に
と
っ

て
不
便
と
い
う
声
が
あ
る
。
市
で

は
利
用
状
況
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
現
状
を
認
識
し
て
い

る
の
か
。

答　

実
際
に
ど
の
く
ら
い
の
方
が
利

用
し
て
い
る
の
か
把
握
で
き
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
現
状
の
認
識

に
つ
い
て
は
、
観
光
客
等
の
利
用

増
加
に
伴
い
、
改
善
の
要
望
等
も

あ
っ
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
認
識

し
て
い
る
。
同
様
に
運
行
業
者
で

あ
る
産
交
バ
ス
会
社
に
お
い
て
も

十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。

問　

市
と
し
て
、
待
合
所
の
整
備
に

つ
い
て
事
業
者
に
対
す
る
支
援
、

関
わ
り
方
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

人
吉
の
玄
関
口
で
あ
り
、
安
全

性
・
利
便
性
、
快
適
性
と
い
う
観

点
か
ら
改
善
は
重
要
な
課
題
と
受

け
止
め
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
、
改
善
に
向
け
た
協
議
を
続
け

て
ま
い
り
た
い
。

※
そ
の
他
、
国
の
事
業
仕
分
け
に
よ

る
影
響
、
行
政
改
革
の
評
価
と
今

後
の
取
組
み
、
教
職
員
の
労
働
安

全
衛
生
の
取
組
み
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

観
光
振
興
と
そ
の
持
続
に

向
け
て	

立
山
　
勝
徳

問　

国
宝
青
井
さ
ん
と
、
Ｓ
Ｌ
人
吉

の
運
行
が
も
た
ら
し
た
観
光
効
果

は
。

答　

青
井
神
社
の
参
拝
者
は
、
Ｓ

Ｌ
が
走
っ
た
今
年
五
月
か
ら
十

月
ま
で
で
一
二
万
一
千
人
、
昨

年
同
期
に
比
し
て
一
六
一
・
三
％

増
、
同
じ
時
期
の
宿
泊
者
は
、

回
答
が
あ
っ
た
施
設
の
集
計

だ
け
で
、
六
万
四
千
八
百
人
、

一
一
〇
・
六
％
増
、
同
じ
時
期
の

主
要
観
光
施
設
で
の
観
光
客
集
計

で
は
二
十
一
万
四
千
七
百
人
で

一
四
二
・
一
％
の
増
加
、
Ｓ
Ｌ
人

吉
の
来
客
は
、
三
万
二
千
人
、
人

吉
駅
の
入
場
者
は
一
万
一
千
五
百

人
で
青
井
さ
ん
と
Ｓ
Ｌ
人
吉
の
相

乗
効
果
は
大
き
か
っ
た
。
又
、
熊

本
県
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
等
の
Ｃ

Ｍ
発
注
と
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
ラ

ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
情

報
発
信
に
よ
る
宣
伝
効
果
は
計
り

し
れ
な
い
も
の
と
感
謝
し
て
い

る
。

※
又
、
青
井
さ
ん
の
案
内
説
明
料
に

対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
や
不
満

の
原
因
と
対
策
、
自
主
活
動
グ

ル
ー
プ
の
状
況
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
。九
州
新
幹
線
の
開
通
と
連
携
、

Ｄ
５
１
運
行
へ
の
夢
、
郡
市
一
体

の
観
光
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
質
問

と
意
見
を
行
い
ま
し
た
。
他
に
常

備
消
防
の
広
域
合
併
に
つ
い
て
も

質
問
。
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生
活
を
守
り
納
税
力
を
回

復
さ
せ
る
徴
税
を本

村
　
令
斗

問　

税
金
を
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
滞
納
者
の
増
加
は
、
政
治
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
。
滞

納
者
に
対
し
て
は
、「
支
払
い
能

力
が
あ
る
方
」
と
「
支
払
い
能
力

が
な
い
方
」
を
、
明
確
に
区
分
し

て
対
応
す
べ
き
。

答　

そ
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

る
。

問　

地
方
税
法
は
、「
滞
納
処
分
に

よ
っ
て
生
活
を
著
し
く
窮
迫
さ
せ

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
滞
納

処
分
の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
制

度
に
も
と
づ
い
て
遂
行
す
べ
き
。

答　

財
産
調
査
の
結
果
、
納
税
の
能

力
が
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
滞

納
処
分
の
執
行
停
止
を
し
て
い

る
。
ま
た
納
税
相
談
で
は
、
納
税

の
猶
予
の
措
置
が
あ
る
こ
と
も
知

ら
せ
て
い
る
。

問　

納
税
相
談
を
充
実
さ
せ
、
①
多

重
債
務
に
は
弁
護
士
の
紹
介
、
②

生
活
保
護
基
準
以
下
の
家
庭
は
、

担
当
課
へ
の
取
り
次
ぎ
を
行
う
べ

き
。

答　

①
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
法
テ

ラ
ス
、
司
法
書
士
に
相
談
さ
れ
る

よ
う
助
言
、
②
生
活
保
護
担
当
課

へ
紹
介
し
て
い
る
。

※
最
後
に
、
低
所
得
者
の
所
得
が

減
っ
た
場
合
に
住
民
税
が
減
免
さ

れ
る
制
度
を
、
設
置
す
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

人
吉
の
ま
ち
づ
く
り
・
教

育
・
文
人
通
り
等下

田
代
　
勝

問　

地
域
資
源
（
人
文
・
自
然
等
）

を
活
か
し
た
“
ま
ち
”
づ
く
り
は
。

世
界
の
珍
種
三
十
種
、
希
少
種
約

五
百
種
の
植
物
園
、
ジ
ー
ン
バ
ン

ク
の
設
立
は
。

答　

青
井
阿
蘇
神
社
、
球
磨
川
、
城

址
、
焼
酎
、
温
泉
、
Ｓ
Ｌ
運
行
等

を
活
か
し
、
植
物
園
は
、
場
所
等

設
置
展
開
の
た
め
の
検
証
を
行

う
。

問　

人
吉
市
の
都
市
像
は
。

答　

中
世
、
鎌
倉
に
想
い
を
馳
せ
、

西
の
鎌
倉
と
し
て
整
備
を
行
う
。

問　

技
術
・
技
能
系
の
中
・
高
一
貫

教
育
の
推
進
は
。
働
く
事
を
尊
ぶ

産
業
教
育
、
誇
れ
る
郷
土
学
、
躾

等
の
人
間
学
の
推
進
は
。

答　

技
術
、
技
能
系
の
中
・
高
一
貫

教
育
に
つ
い
て
は
、
県
及
び
関
係

機
関
と
協
議
検
討
を
進
め
る
。
産

業
教
育
等
は
地
域
等
と
連
携
し
、

職
場
体
験
等
を
進
め
る
。

問　

人
吉
を
訪
れ
た
、
又
係
わ
り
の

あ
る
文
人
等
の
文
人
通
り
の
設
置

は
。

答　

提
案
を
活
か
し
、
歴
史
街
道
等

の
中
で
実
現
を
は
か
る
。

問　

高
速
道
鬼
木
地
区
の
遮
音
壁

は
。

答　

調
査
を
重
ね
要
望
を
強
め
て
い

く
。

※
学
校
で
の
相
談
所
、
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
質
し

ま
し
た
。

薬
物
乱
用
防
止
対
策
に
つ

い
て	

西
　
信
八
郎

問　

芸
能
人
の
薬
物
乱
用
が
マ
ス
コ

ミ
で
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
教
育

現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
教
育
、
ま

た
は
対
策
を
取
ら
れ
て
い
る
の

か
。

答　

薬
物
乱
用
防
止
教
育
は
、
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
授
業
を

通
じ
て
薬
物
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
、
心
身
の
健
康
や

社
会
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
自
ら
判
断
し
、
行
動

す
る
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発

達
段
階
に
応
じ
た
指
導
を
行
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
警
察
署
員
や
学

校
薬
剤
師
に
協
力
を
依
頼
し
、
市

内
七
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を

実
施
し
た
。

問　

義
務
教
育
の
中
で
は
、
ガ
ン
が

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
ま
た
、

ガ
ン
に
か
か
ら
な
い
よ
う
な
教
育

は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

ガ
ン
の
正
し
い
知
識
を
指
導
す

る
こ
と
は
、
生
涯
に
わ
た
り
、
自

分
自
身
や
家
族
の
健
康
を
守
る
こ

と
に
な
り
、
今
後
も
、
健
康
教
育

の
重
要
な
課
題
と
位
置
づ
け
て
取

組
ん
で
い
く
。

※
他
に
性
同
一
性
障
が
い
児
対
策
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

薬
物
乱
用
防
止
教
育
に
つ

い
て	

豊
永
　
貞
夫

問　

薬
物
乱
用
へ
の
入
り
口
に
な
る

の
は
、
タ
バ
コ
の
喫
煙
が
起
因
と

な
る
こ
と
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
学
校
敷
地
内
全
面
禁
煙

の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

答　

市
内
小
、
中
学
校
で
の
敷
地
内

全
面
禁
煙
を
実
施
し
て
い
る
学
校

は
無
い
。
建
物
内
禁
煙
と
建
物
内

喫
煙
場
所
設
置
等
の
対
応
を
し
て

い
る
。今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

保
護
者
等
学
校
関
係
者
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
禁
煙

対
策
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

問　

子
ど
も
手
当
は
当
初
、
全
額
国

費
を
充
て
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、

地
方
や
事
業
主
も
負
担
す
る
こ
と

が
、
検
討
課
題
に
な
る
と
の
報
道

も
さ
れ
て
い
る
。
田
中
市
長
の
考

え
は
。

答　

少
子
化
対
策
の
有
力
な
手
段
と

し
て
非
常
に
期
待
し
て
い
る
が
、

地
方
自
治
体
の
厳
し
い
財
政
状
況

に
お
い
て
、
そ
の
一
部
を
負
担
す

る
こ
と
は
著
し
く
困
難
で
あ
る
。

ぜ
ひ
、
国
費
で
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

※
そ
の
他
、
人
吉
市
社
会
福
祉
事
業

団
の
療
育
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い

て
、
高
齢
者
福
祉
の
「
救
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
」
の
導
入
に
つ
い
て

質
し
ま
し
た
。

学
術
資
料
（
シ
ダ
標
本
）

の
活
用
は	

仲
村
　
勝
治

問　

学
術
資
料
と
し
て
、
平
成
五
年

度
に
シ
ダ
類
が
購
入
さ
れ
、
数
年

か
け
て
標
本
が
作
成
さ
れ
た
。
現

在
ま
で
角
櫓
の
中
に
保
管
さ
れ
た

ま
ま
展
示
さ
れ
る
気
配
が
な
い
。

標
本
活
用
の
考
え
は
な
い
の
か
。

答　

角
櫓
は
倉
庫
と
し
て
申
請
し
て

あ
り
、
保
管
場
所
と
し
て
活
用
し

て
い
る
。
今
後
、専
門
家
や
県
等
、

関
係
機
関
か
ら
意
見
を
聞
き
、
常

設
展
示
が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

人
吉
城
歴
史
館
の
特
別
展
や
テ
ー

マ
展
等
の
中
で
標
本
の
展
示
を
し

て
ま
い
り
た
い
。

問　

角
櫓
は
、
内
部
を
見
せ
て
、
観

光
資
源
と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
。

答　

シ
ダ
の
展
示
を
含
め
、
人
吉
の

歴
史
を
学
べ
る
よ
う
な
絵
や
写
真

に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
を
中
心
と
し

た
活
用
が
で
き
な
い
か
検
討
し
た

い
。

問　

道
路
照
明
施
設
設
置
基
準
が
改

正
さ
れ
た
が
、
内
容
は
。

答　

歩
道
等
の
利
用
者
が
道
路
を
横

断
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
所
や
車
両

が
車
線
を
逸
脱
す
る
所
、
ま
た
局

部
照
明
で
は
、
歩
道
や
道
の
駅
等

休
憩
施
設
が
追
加
さ
れ
た
。

問　

暗
い
交
差
点
の
安
全
確
保
は
。

答　

現
地
状
況
を
調
査
し
、
安
全
な

通
行
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
検
討

す
る
。
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自
殺
予
防
対
策
、
尊
い
命

を
救
う
た
め
に

村
上
　
恵
一

問　

全
国
で
の
自
殺
者
が
、
十
一
年

連
続
で
三
万
人
を
超
え
て
い
る
。

当
市
の
過
去
の
自
殺
者
の
数
、
理

由
等
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答　

県
の
人
口
動
態
統
計
調
査
か

ら
、五
年
間
の
累
計
で
五
十
四
名
。

そ
の
原
因
だ
が
、
県
警
の
資
料
に

よ
れ
ば
第
一
位
が
健
康
問
題
、
第

二
位
が
経
済
生
活
問
題
、
第
三
位

が
家
庭
問
題
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問　

特
に
、
経
済
生
活
問
題
の
伸
び

が
顕
著
と
の
こ
と
。
市
と
し
て
、

対
応
策
を
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る

か
。

答　

管
内
で
は
十
月
十
三
㈰
に
「
人

吉
球
磨
自
殺
対
策
専
門
部
会
」
が

発
足
し
、
現
状
把
握
や
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
、申
し
合
わ
せ
た
。

問　

国
の
自
殺
対
策
百
日
プ
ラ
ン
と

連
動
し
、
単
独
の
啓
発
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
単
身
世
帯
に

も
漏
れ
な
く
配
布
す
る
こ
と
と
同

時
に
メ
ン
タ
ル
面
の
ケ
ア
と
債
務

問
題
に
対
応
で
き
る
相
談
体
制
強

化
が
必
要
で
は
。

答　

市
と
し
て
は
、
部
会
を
ベ
ー
ス

と
し
て
、
市
民
課
く
ら
し
安
全
相

談
係
等
の
他
、
全
庁
的
に
情
報
共

有
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
雇
用

や
経
済
対
策
を
含
め
た
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
確
立
強
化
を
推
進

し
た
い
。

防
火
対
策
お
よ
び
観
光
振

興
策
に
つ
い
て

森
口
　
勝
之

問　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト
）
の
概
要
、

目
的
は
。

答　

時
間
的
に
余
裕
が
な
い
大
規
模

な
自
然
災
害
や
武
力
攻
撃
等
に
つ

い
て
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
市

町
村
等
へ
瞬
時
に
伝
達
し
、
さ
ら

に
、
防
災
行
政
無
線
を
設
置
し
て

あ
る
地
域
に
お
い
て
は
サ
イ
レ
ン

や
音
声
等
に
よ
り
、
直
接
住
民
ま

で
伝
達
す
る
こ
と
の
で
き
る
防
災

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

問　

人
吉
、
球
磨
管
内
に
お
い
て
防

災
行
政
無
線
を
設
置
し
て
い
る
自

治
体
と
し
て
い
な
い
自
治
体
は
ど

こ
か
。

答　

人
吉
市
と
錦
町
が
未
設
置
で
あ

る
。

問　

人
吉
盆
地
と
い
う
同
一
地
域
内

で
緊
急
事
態
に
対
す
る
住
民
へ
の

伝
達
に
格
差
が
あ
る
と
い
う
の

は
、
国
民
保
護
法
や
大
災
害
発
生

時
の
対
応
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

答　

本
市
シ
ス
テ
ム
の
基
本
構
想
等

を
策
定
し
、
防
災
行
政
無
線
の
早

期
整
備
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

参
る
。

問　

新
幹
線
全
線
開
通
に
向
け
、
観

光
客
誘
致
の
地
域
間
競
争
が
激
し

く
な
っ
て
い
る
。文
化
財
の
宝
庫
、

み
ほ
と
け
の
里
で
あ
る
我
地
域
の

目
玉
と
し
て
、
相
良
三
十
三
観
音

様
を
一
同
に
し
て
大
展
覧
会
の
企

　

平
成
二
十
年
度
人
吉
市
歳
入
歳
出
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、
決
算
特
別

委
員
会
で
は
、
六
点
の
指
摘
・
要
望
事
項
を
付
記
し
、
賛
成
多
数
で
認
定

す
る
こ
と
と
し
、
十
二
月
定
例
本
会
議
に
お
い
て
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
指
摘
・
要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
税
・
使
用
料
・
負
担
金
等
に
つ
い
て
は
、
未
収
金
の
解
消
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
収
納
対
策
を
講
じ
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

２
．
補
助
金
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
各
団
体
の
実
施
検
査
を
行
う
こ
と
で

一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
今
後
は
補
助
効
果
を
十

分
に
把
握
し
て
、
引
き
続
き
使
途
・
事
業
内
容
に
つ
い
て
精
査
し
、
補

助
金
及
び
団
体
等
に
つ
い
て
見
直
し
も
含
め
て
適
正
な
処
理
を
行
い
、

効
果
的
な
運
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

３
．
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
事
務
の
多
様
化
・
煩
雑
化
が

進
む
中
で
、
市
政
全
体
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
を
損
ね
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
管
理
体
制
の
強
化
や
職
員
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
適
正

か
つ
迅
速
な
事
務
処
理
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
特
に
予
算
の
補
正
・

流
用
等
に
は
細
心
の
注
意
を
払
わ
れ
た
い
。

４
．
公
有
財
産
の
運
用
・
活
用
に
つ
い
て
は
、
遊
休
資
産
を
含
め
た
財
政
・

利
用
計
画
等
の
検
討
を
行
い
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
、
市
民
の
要
望
も
踏
ま
え
処
分
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
速
や
か
に

対
応
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
特
に
山
林
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
人
吉

市
森
林
整
備
計
画
書
及
び
森
林
施
業
計
画
書
に
基
づ
い
て
、
計
画
的
・

適
正
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

５
．
道
路
及
び
河
川
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
及
び
高
齢

化
が
加
速
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
将
来
を
見
据
え
た
計
画
と
予
算

の
確
保
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

６
．
人
吉
球
磨
地
域
交
通
体
系
整
備
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し

て
基
金
減
少
が
続
き
危
機
的
状
況
に
あ
る
。
く
ま
が
わ
鉄
道
の
利
用
客

が
減
少
す
る
中
で
、
今
後
は
住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
推
進
等
、
住
民
の
交
通
手
段
の
確
保
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
な
お
、
基
金
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
広
域

に
わ
た
る
総
合
的
な
計
画
の
策
定
な
ど
、
広
域
的
な
行
政
事
務
の
実
施

等
が
求
め
ら
れ
る
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

で
行
う
こ
と
等
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

画
は
ど
う
か
。

答　

充
分
に
検
討
し
て
参
り
た
い
。

中
山
間
地
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

福
屋
　
法
晴

問　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
携
わ
ら
れ
る

方
々
が
今
後
高
齢
化
し
た
時
の
対

策
は
。
又
、
新
規
に
狩
猟
免
許
を

取
得
さ
れ
た
方
々
が
、
有
害
鳥
獣

駆
除
隊
に
登
録
さ
れ
た
後
、
免
許

取
得
に
対
し
一
部
補
助
金
の
適
用

が
出
来
な
い
か
。

答　

駆
除
隊
は
、
六
十
歳
代
が
中
心

で
、
駆
除
隊
が
減
少
す
る
事
を
危

惧
し
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域
住

民
一
体
で
追
払
い
活
動
を
お
願
い

し
て
い
き
た
い
。
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し
た
い
。

問　

多
目
的
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
進

捗
状
況
は
。

答　

社
会
状
況
に
沿
っ
た
形
で
、
事

業
規
模
・
事
業
費
の
積
算
・
立
地

条
件
基
礎
調
査
が
必
要
で
、
関
係

部
局
と
次
期
実
施
計
画
を
協
議

し
、
今
後
財
源
も
含
め
早
期
着
工

に
努
め
る
。

問　

健
康
増
進
・
青
少
年
育
成
、
観

光
に
効
果
が
見
込
め
新
規
事
業
と

し
て
振
興
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

観
光
振
興
・
健
康
増
進
に
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。
建
設
に
は
多
額

の
財
源
が
必
要
で
、
多
面
的
に
検

討
し
着
工
を
目
指
し
た
い
。

※
そ
の
他
、
各
学
校
の
室
内
使
用
校

旗
を
購
入
す
る
際
高
額
で
あ
り
補

助
は
出
来
な
い
か
、
質
問
い
た
し

ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
　
人
吉
市
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

○
委
員
長
　
笹
山
欣
悟
　
　
○
副
委
員
長
　
松
岡
隼
人

○
委
　
員
　
井
上
光
浩
　
川
野
精
一
　
松
田
　
茂
　
永
山
芳
宏
　
本
村
令
斗
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
四
月
二
十
五
日
の
Ｓ
Ｌ

人
吉
の
営
業
運
転
開
始
に
よ
り
、

人
吉
球
磨
に
新
た
な
観
光
の
芽
生

え
が
興
り
、
春
と
秋
に
行
な
わ
れ

た
、
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博
覧
会
で
は
市

民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
企
画
で

様
々
な
お
も
て
な
し
の
催
し
物
が

展
開
さ
れ
て
、
市
内
外
の
皆
様
方
に

好
評
を
博
し
た
事
は
、
大
変
う
れ
し

い
出
来
事
の
一
つ
で
し
た
。
一
方
で

は
先
の
見
え
な
い
経
済
状
況
の
中
、

当
市
に
お
い
て
も
、
失
業
対
策
と
し

て
年
末
に
緊
急
雇
用
策
を
実
施
し

九
十
九
名
の
方
々
の
仕
事
を
確
保

出
来
た
事
は
意
義
あ
る
施
策
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
寅
の
年
で

す
。
神
社
で
は
寅
の
刻
を
物
事
の
始

ま
り
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
さ
し
く
こ
の
云
わ
れ
の
と
お

り
、
こ
の
人
吉
で
は
何
か
が
躍
動
す

る
、
そ
ん
な
一
年
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
達
人
吉
市
議
会
も
、
胸
躍
り

高
鳴
る
よ
う
な
年
に
な
る
事
を
心

か
ら
願
い
、
市
民
の
皆
様
の
益
々

の
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
す
。	

（
文
責
：
松
田　

茂
）

【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委
員
長
／
大
王
英
二

副
委
員
長
／
簑
毛
正
勝

委
　
　
員
／
松
岡
隼
人
　
　
井
上
光
浩

　
　
　
　
　
松
田
　
茂
　
　
田
中
　
哲

　
　
　
　
　
本
村
令
斗
　
　
下
田
代
勝

次
の
定
例
会
は
三
月
で
す
。

編

集

後

記

請　願　・　陳　情　の　審　査　結　果　に　つ　い　て
委　員　会 請　願　・　陳　情　の　内　容 審査結果

総 務 文 教 委 員 会
永住外国人地方参政権付与法案に反対する意見書の提出を求める陳情 継 続 審 査
改正国籍法に関する意見書の提出を求める陳情 継 続 審 査
多目的運動広場建設に関する陳情 継 続 審 査

厚 生 委 員 会

産業廃棄物処理施設計画中止の意見書提出を求める陳情 撤 回
消費税増税に反対し、住民税を元に戻し、社会保障の充実を求める陳情 不 採 択
後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書の提出に関する陳情 継 続 審 査
介護保険制度見直しに関する陳情 継 続 審 査
改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書の提出を求める陳情 採 択

経 済 建 設 委 員 会
国の責任で、安心・安全な国土づくりを求める意見書提出に関する陳情 継 続 審 査
「仕事のない事業組合への 4000 万円以上もの血税のムダ遣いをやめて、事業組合の解散を決
議すること」を求める陳情 不 採 択

●古紙配合率　100％

12月定例会における議案等の審議結果
番    号 件                    名 議決結果

議�第 80 号 平成２０年度人吉市水道事業特別会計決算の認定について 原案認定
議�第 90 号 平成２０年度人吉市歳入歳出決算認定について 原案認定
議�第 93 号 専決処分の承認を求めることについて（平成 21年度人吉市一般会計補正予算（第６号）） 原案承認
議�第 94 号 平成２１年度人吉市一般会計補正予算（第７号） 原案可決
議�第 95 号 平成２１年度人吉市一般会計補正予算（第８号） 原案可決
議�第 96 号 平成２１年度人吉市カルチャーパレス特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議�第 97 号 平成２１年度人吉市カルチャーパレス特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議�第 98 号 平成２１年度人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議�第 99 号 平成２１年度人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号） 原案可決
議�第 100号 平成２１年度人吉市介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議�第 101号 平成２１年度人吉市介護保険特別会計補正予算（第５号） 原案可決
議�第 102号 平成２１年度人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議�第 103号 平成２１年度人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第５号） 原案可決
議�第 104号 平成２１年度人吉市水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議�第 105号 平成２１年度人吉市水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議�第 106号 平成２１年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議�第 107号 平成２１年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議�第 108号 平成２１年度人吉市工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議�第 109号 人吉市職員の給与に関する条例及び人吉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改
正する条例の制定について 原案可決

議�第 110号 人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議�第 111号 人吉市教育委員会の教育長の給与及び勤務時間に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議�第 112号 人吉市議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議�第 113号 人吉市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議�第 114号 人吉市養護老人ホーム延寿荘条例等を廃止する条例の制定について 原案可決
議�第 115号 熊本県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の一部変更について 原案可決
議�第 116号 市有財産の譲与について 原案可決
議�第 117号 損害の賠償について 原案可決
議�第 118号 損害の賠償について 原案可決
議�第 119号 平成２１年度人吉市一般会計補正予算（第９号） 原案可決


